
 集積回路の微細化の進展は目覚ましく，その進展の継続のために様々な製造技術の開発が続いている．同様に設計
技術も発展を遂げているが，回路の大規模化による設計複雑度の増大や微細化の進展による設計ルールの複雑化に
より，回路設計の困難さは増している．本研究は，ウエハ上に微細な回路パタンを実現する次世代のリソグラフィ技術に
着目し，次世代リソグラフィ技術と設計技術の協調を実現するための実用的な設計フローを構築することを目的とする．
複数回露光技術(multiple-exposure patterning)，側壁プロセス技術を用いたウエハ上でのパタンの縮小技術(Self-
aligned patterning)など様々な技術を効果的に用いた実用的な設計フローの構築のための物理設計技術開発を目指し
ている．【論文1】 
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(1)  デジタル集積回路システムのナノテクノロジ時代に対応する設計方法論の確立 

(2) 不確実性の増大に対応する可変レイテンシ回路の実現 

(3) 最先端テクノロジの要求に応え人手設計を凌駕する性能を持つ配置配線アルゴリズムの開発 

  研究内容と目指すもの 1 

  関連する最近の研究テーマ 2 

遅延分布（配線遅延，素子遅延） エラー検出回復方式 タイミングチャート（可変レイテンシ） 

集積回路 
マスク分割（20nm2回露光対応） 

可変レイテンシ回路の実現 

次世代リソグラフィーに対応した物理設計技術開発 

 遅延は様々な要因によって変化し，回路の微細化，高速化に伴いばらつきの影響が大きくなっている．回路動作の正
当性は想定されるすべての状況において保証されなければならないが，最悪状況の平均的状況からの逸脱が大きい現
状では，常に回路に同一の動作をさせることは，回路性能の向上の大きな妨げとなっている．当研究室では，エラー検
出回復方式に基づき回路動作を遅延の変化に応じて変更する高性能な可変レイテンシ回路の実現を目指している． 
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特定用途向け配線アルゴリズム開発 

  集積回路チップ内では，数多くの配線を実現しなければならないため，人手設計がほぼ不可能となり，配線が多
層化するなど配線資源に比較的余裕があるため，配線設計の自動化が進展した．しかし，問題規模が比較的小さく，
様々な仕様を満たすことが要求される場合，自動配線アルゴリズムの性能は人手に及ばない．そのため，人手設計
がまだ一般的である場面も多いが，設計期間の短縮，大規模化への対応のため，自動配線アルゴリズムの性能向
上が望まれている．当研究室では，プリント基板配線，パッケージ配線など人手設計がまだ一般的である配線問題に
対して，問題の特徴を生かし，人手設計のノウハウを様々な形で組み込んだ，最短配線，等長配線，指定長配線など
様々な要求仕様を満たす配線を生成するための配線アルゴリズムの開発を，配置設計との連携や全体の設計フロー
の構築を含めて進めている． 

パッケージ配線（2層BGA引出線付） 【論文4】 プリント基板配線（1層指定長） 【論文2,3】 

チャネル配線（2層ビア多重化） 端子集合対間配線（1層） 
b) 最大最小 c) 等長 

a) HV b) HVX 

a) 総配線長最小 
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